
もし個別支援のケアマネジャーが
災害時に自らの「マネジメント」
を行ったら
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直下型地震が起きたら･･･
（壊滅的被害を想定）

あなたは、どのような行
動を取りますか？



よりイメージできるように

・深夜、就寝中に地震は起きました。

・自宅は無事でしたが、倒壊している建物が多数あります。

・道路は寸断。車は使用できません。

・携帯電話はつながりません。

・あなたとあなたの家族は無事でした。

・翌日、あなたは仕事です。



私なら、こんな行動をイメージしました。

① 避難準備をはじめる。

② 少しでも情報を得られないか、模索する。

③ 夜が明けるのを待って、外の状況を把握する。

④ 家族を安全な場所へ避難させる。

⑤ 徒歩で職場へ向かう。



ということで・・・

実際に歩いてみました！

（走ってみました･･･）



2019年10月14日（月）
（体育の日）天気：快晴
９：４０スタート！

【自宅】
旭川市末広東２条２丁目



１０：３５
さつき苑到着。
ゴーーール！
（観客1名）
タイム：５３分
距離 ：7.4㎞



実際の格好

（参考）
スーパー
ボランティア
尾畠さん。



（持ち物）
・ラジオ
・懐中電灯
・軍手
・タオル
・ホイッスル
・アルミブランケット
・レインポンチョ
・サランラップ
・ゴミ用ポリ袋(45ℓ)
・水ボトル
・飴
・栄養ゼリー

等



災害時における
居宅ケアマネジャーの動きについて



（通常のケアマネジャーの業務）

個々のケアマネジャー
が担当している利用者
のマネジメントを行っ
ている。
→それぞれが独自に動いている



災害時、個々のケアマネジャー
がそれぞれ安否確認をしていて
は、効率が悪い。

→どのように安否確認
を進めればよいのか？



インタビュー

「平成30年北海道胆振東部沖
地震の時のケアマネジャーの
仕事はどのような感じでした
か？」
※プライバシーには配慮しております。





具体的取り組み

①利用者を安否確認の優先度の高いものから、
Ａ～Ｃにカテゴリー分けする。
②広域地図に利用者宅がわかるよう、カテゴ
リーにより色分けしたシールを貼る。
③全利用者台帳ファイルを作成（紙媒体で一元
化）し、停電時もすぐ動ける体制の構築
④防災に関するアンケート調査の実施



地図の作成



実際の広域地図



全利用者台帳ファイル



防災に関するアンケート結果（一部抜粋）
１ 日頃から防災準備をしていますか？
Ａ している １３名
Ｂ していない、していないがしなければと
思っている ４３名

２ 電気が使用できない場合、暖を取る方法
はありますか？
Ａ ある ２５名
Ｂ ない ３１名



災害時の動き
・広域地図を基に、主任が圏域割を
行う
・２名１組体制で、安否確認を実施
する
・ＬＩＮＥ等を通じて、情報のやり
とり、集約、収集を行っていく
（なるべく携帯の電池を使わないようにすすめる）



災害によって、地域ではど
のようなことが起きるか？



仮設住民「復興まだ」６１％

胆振東部沖地震から1年

紙
面
よ
り



被災３町 690人減少 ※前年の倍以上



私たちは、社会福祉事業を通
して地域社会・住民にとって
なくてはならない存在であり
続ける

法人の経営理念（願うこと）


